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Ⅰ．問題と目的

　子どもが自由感のある環境の中で存分に遊びや生活を

する中で，自然に様々な心情や意欲や態度が育っていく

よう，私たちはこれまで保育記録や幼児の記録，保育事

例記録など保育資料の研究を進めてきた。この営みは

日々の幼児一人一人の活動を詳細に記録し，その活動の

流れの中からそれぞれの幼児に育ちつつあることや課題

を見い出すことや，日々の遊びの様子や幼児の興味から

指導計画を考えたりすることに資してきた。また，蓄積

したこれら資料は教育課程の見直しや再編成の資料とし

てきた。

　「子どもの育ちがつながっていく教育課程」を目指し連

携研究を進める過程で，この資料は早々と小学校の先生

方の目にとまった。「新１年生の子どもたちがどんな遊び

をして，どんなことを学んできたかがわかる」「幼稚園で

どんな体験をしてきたかが見えやすい」「一人一人の子ど

もがどのような道筋で育ってきたのか，どのような力や

課題をもってきたかを知る手だてになる」などの意見が

出された。また，「いきなり全部のデータというのは時間

的にも難しいので，必要と思われるところから少しずつ

検索しながら進めていけるようなものがありがたい」「遊

びや制作物などは，できるだけ写真なども使って視覚的

に分かりやすいようにしてほしい」等の指摘も頂いた。

　以上の事柄について考慮しながら，「人間を理解し関係

を調整する力」をコアにした指導とその反省評価にも有

効に働くようにと，これまで手作業で行っていたものか

らコンピューターソフトを作成することによって，合理

化と作業の省力化を図ったのが次に示すデータベースで

ある。
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＊　附属幼稚園

①自分の思うよ
うにならないこ
とを体験する

②必要なとき
に人に助けを
求める

⑨他者の言い分
に真剣に耳を傾
けて聴く

⑭イメージを
共有したり役
割を分担しよ
うとする

⑲仲間のトラブ
ルに介入したり，
関係を調整した
りする

⑦他者の行為
や言葉に関心
をもつ

⑫友達の遊びや
活動に入ったり，
友達を誘ったり，
受け入れたりす
る

⑱友達や他者に
共感したり応援
したり，励まし
たりする

⑬活動や遊びの中
でやりたいことを
したり，なりたい
自分を表現したり
する

⑮自分の気持ちや
行動，他者からの
評価などの変化に
気付いたり関心を
もったりする

⑧他者の思い
入れや，思い
入れのあるも
のに気付く

③他者が「い
や」という行
為や事柄に関
心をもつ

⑯自分や他者
の良さに気付
いたり，それ
を生かしたり
する

⑰自分と違
うところを
もつ人に憧
れる

④自分がされてい
やなことには，そ
のことを態度や言
葉で表現する

⑩感情を込めた言葉や
論理的な言葉で伝えた
り説明したりする

⑳緊張した場面をユーモアで
和ませたり解決したりする

⑪他者の行為の
意味について想
像力を働かせる

⑤いやなこと
を受け流した
り，距離を置
いてつき合っ
たりする

⑥自分と異なる
行動や意見に対
して考えるゆと
りをもつ

　問題に対して
創造的に解決し
ようとする

◯

人間を理解し関係を調整する力

図１　「人間を理解し関係を調整する力」の２１項目
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Ⅱ．幼小連携データベースの仕様と構造  

図２　幼小連携データベース

図３　日別記録
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週ごとの「ねらい」「内容」を記し，日ごとに保育内容や

反省事項を詳述する。週の終わりには「今週の幼児の姿」

をまとめ，次週の「ねらい」や「内容」を考える手がか

りとする。図３は，３日分の記録のダイジェストである。

　図４のエピソード記録は，キーワードの項目に，大分

類として「人間を理解し関係を調整する力」「環境」「遊

び」の３項目がある。大分類「人間を理解し関係を調整

する力」の下には２１項目の事項を選択登録できるように

なっている。大分類「環境」の下には「自然物や事象」

「人工的なもの」「文化財」「社会事象」「人の行為や営

み」を選択登録できるようになっている。大分類「遊び」

の下には「ごっこ遊び」「運動遊び」「造形遊び」「自然物

を使った遊び」「遊具を使った遊び」などを選択登録でき

るようになっている。

　なお，これらは次の図５のようにクロス検索できるよ

うな仕組みになっており，どのような時期のどのような

環境の中の，どのような遊びの中で，どのような「人間

を理解し関係を調整する力」が促されたか等も明らかに

なるようになっている。

 

図４　エピソード記録
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図５　エピソード　検索
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　図６は，週ごとのいろいろな活動の様子やエピソード

をまとめ，その週の幼児一人一人の顕著であった変化や

保育者のその幼児への気づきや発見，指導の内容や課題，

見通しなどを書き記していくものである。

　図６右上の「園児別」をクリックすると，図７のよう

にその幼児についての週ごとの記録が一覧になって現れ

るようになっている。これらの記録の内容を見直して現

在の指導や幼児理解を省察したり，今後の見通しを得た

りすることに役立てている。

　また，このような記録内容の変化は，学期ごとの長め

のスパンで再度確認し，幼児の「育ち」（発達）の文脈で

捉え直し，整理する。幼児一人一人についてまとめたも

のが，次の図８「学期別顕著であった育ち」である。

　

Ⅲ．データベースを生かした，子どもの

育ちをつなげる連携の実際　　

　一人一人の育ちのドキュメンテーションをつくる
　

　幼小連携の実践を進める中で私たちは，子ども一人一

人の育ちを修了後も継続して見続けかかわりつづけるこ

とのできることの安心と，幼稚園での育ちの記録が読み

込まれた上に小学校での学びが積み上げられていく過程

を間近で見られる関心を与えられてきた。

　人との関係性を通して様々に学び，子どもの人格が

育っていく様子を保育や授業の中で，あるいは幼小の教

師たちや保護者を交えたカンファレンスの中で子どもと

共に紡ぎ上げていく実感が次に例示する育ちのドキュメ

ンテーションの中にある。

【資料　育ちのドキュメンテーション　Ｋ子のケース】

−幼小連携教育課程の子ども側からの評価−（一部抜粋）

　　注　エピソード中の下線と数字は，図 1「人間を理
解し関係を調整する力」を項目別に分けた２１項

目のナンバーを示す。

（幼児名はすべて仮名である）

 

図６　今週の幼児の姿

図７　園児別記録

図８　学期別顕著であった育ち
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平成１２年エピソード記録より

平成１３年指導の記録より

Ｋ子　年少組（３歳児）
平成１２年６月２３日

９：２０〜

ブランコで揺れる　記録（佐々木　晃）

　Ｋ子がブランコに腰掛け，小さく横に揺れている。

彼女の隣には，同じ３歳児組の２人の 女児が，互いに
競うように力を込めてブランコをこいでいる。

　顔を伏せ，自分の足元に目を落としている①Ｋ子の

睫毛はぬれているように見える。私は窓越しにそんな

Ｋ子の様子を見ていたがテラスに出た。ブランコから

は幾分離れた園舎の壁に背をもたせると，Ｋ子に起き

た出来事を想像しながら，彼女の動きに合わせて身体

を軽く左右に揺らしていた。視界の縁に新しい人の気

配に気づいたＫ子は顔を上げた。⑦　眉を寄せて睨む

ように私を見ていたが，こちらの様子に気づいたよう

で，首を左右に傾けながらより誇張して身体を揺らす

ようになる。⑧

　Ｋ子のブランコはユーラユーラとゆっくり揺れてい

る。

　Ｋ子は笑顔を左右に傾けながらブランコの揺れに身

体を預けている。

　私が彼女と同じ動きをしながら微笑み返すと，首の

動きを止めたり，ときどき目を閉じてはその揺れ心地

を味わっているような表情をする。

　彼女のブランコの揺れが大きくなった。私は隣との

接触を気にして視線を周りの状況に向けた。すると，

Ｋ子はピョンとブランコを降りて私のところへ駆けて

きた。私の薬指と小指をギュッと握ると，「一緒にいく」

と言った。②　Ｋ子が来ると，後の２人も私たちの周

りにやってきた。４人が廊下に出ると，５歳児のサキが

私の姿を見つける。「あっ。先生」サキとアカネは私た

ちのところへ滑るような早歩きをしてきた。

　「王子，もうダンスパーティーの準備はとっくにでき

ていますのよ」アカネが私を咎めるように言うと，Ｋ

子は私の指を強く握りしめる。

　私がこの３歳児たちのことを気にかけるような視線

をおろすと，サキは，「今日は１年に一度の大パー

ティーですの。国中の人が集まりますのよ」とＫ子た

ちも促すように誘った。

　「それは楽しみです。私たちも是非」と私が言うと，

恭しくお辞儀をした２人の５歳児はクルッとレースの

スカートをひるがえし，私たちを案内した。

 私はＫ子の手を自分の手のひらの上に軽く載せ，エス
コートして５歳児の保育室に入っていった。入るなり，

いつものように，５歳児の女児たちは，順に私の手を

取って踊り始める。

　Ｋ子たちも５歳児たちの列に入って，王子と踊る順

番を待っている。王子が着飾った年長組の姫を差し上

げて回すところで，一層大きな歓声を上げる。⑫⑬　

次第にＫ子たちの順番が近づいてきた。Ｋ子と仲間は

手をつなぎ，ぴょんぴょん跳びながら待っている。Ｋ

子の番がきた。彼女はペコリとお辞儀すると，ワッと

私にとびついてきた。⑬　持ち上げて回されることを

期待しているようで，脚を折って上体をそらし，口元

から笑いがこぼれている。⑮  私はＫ子を高く差し上げ
る。Ｋ子は力一杯開けた両手をグンと天井に伸ばし，

クルクル回っている。

省察

　ナイーブで強い自己意識をもちながら，その強さで

自分の表現や行動を縛ったり，苦しめたりしてしまっ

ているＫ子のつらさが伝わってくる。

　「①自分の思うようにならないこと」を体験すると，

身体の堅さとして，それが周りの人に発信されていく

が，相手の援助は時として彼女の自尊心を砕いてし

まったり，「してもらう立場」に身をおくことで能動的

に人や物にかかわっていくチャンスを奪いかねないと

感じた。

　相手に身を任せつつ，自分の中で理由や論理が見つ

かると「⑬遊びの中でやりたいことをしたり，なりた

い自分を表現する」ことや「⑮自分の気持ちや行動，

他者からの評価などの変化に気付く」糸口を見いだす

ことが容易になってくるようだ。

　どうも，このあたりに彼女への援助の手がかりがあ

るように思われる。

−Ｋ子年中組（４歳児）−指導のまとめより抜粋

 記録（森内　智子）

・進級当初，自分のロッカー，引き出しが分からず，

何日も「私の鞄置く所分かりません」と言いに来て

いた。文字が読めないということで，毎日一緒に名

前の文字を読んで場所を覚えられるようにつきあっ

てきた。また，一人でいることが多いので遊びに誘

うが，自分の思いに合わないのか拒否されることが

度々で，一緒に遊びにくかった。

　あちこち見ながら歩いて，自分のする事を決めてい

た。

・ごっこ遊びをするようになり，時折友達との思いが

くい違い，言い合いになったり，仲間に入れないと

きがあった。保育者は，そのときの自分の気持ちや

相手の気持ちを考えられるように，Ｋ子の思いを十

分受けとめ，その状況やなりゆき，相手の思いなど
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平成１４年指導の記録より

平成１５年エピソード記録より

　についてゆっくりと話しあうことを心がけた。少し

ずつ，感情が安定すると，自分から謝ったり，自分

でどうにかしようと考えたり，試したりするように

なってきた。

・リボンダンスでは気に入った衣装をつけて，友達と

一緒に踊ることを楽しみ，一つ一つの動きを確かめ

るように真剣に踊っていた。

・折り紙では自分が折りたいものを絵本で探し，難し

くても作ろうとしたり，折り紙や色画用紙・空き箱

を組み合わせて，身につけたり飾ったりできるもの

をＫ子ならではの工夫を凝らして作るようになった。

−Ｋ子年長組（５歳児）−

３学期の指導のまとめより抜粋

 記録（安野　美咲）

・自分なりの価値観をしっかりともっており，自分の

意見をはっきりと表現することができていた。また，

友達同士のトラブルの場面でも公平な意見を出して

仲裁をしたりすることも多くあった。一方では，自

分の存在や意見が相手に好意的に受け入れられない

と，悔しい感情がやり場を失って一人で泣いている

こともあった。このようなことから，感情の表現を

安心してできるようにして，自分を客観視するなど，

思考と感情と行動のバランスが調和するようにと

願ってかかわってきた。

・行事で大勢の友達と仕事を分担したり一緒にやりと

げたりする体験が重なるにつれて，うれしい感情な

ども友達との関係の中で積極的に表現しかかわりを

もつようになり始めてきた。また，この頃から他学

級の友達と一緒にごっこあそびをしたり運動的な遊

びに挑戦したりすることも多くなってきた。

Ｋ子１年生平成１５年７月３日㈭

「シートベルト」　記録（佐々木　晃）

　合同保育／授業「たからものオリエンテーリング」

が始まった。初めに木下先生がパワーポイントで授業

の導入を行う。部屋の明かりが落とされ，プロジェク

ションの映像が大型スクリーンに投影される。

　「わあっ」と幼児たちの中から歓声が起こる。何人か

の児童や幼児が腰を浮かしてスクリーンの様子を見入

る。列の中程に座っていたユウミは，膝で立って，人

垣の向こうの映像を見ようとする。

　「はいっ。みんなで読んでみましょう」と木下先生が

言うと多くの児童や幼児は，座り直して題字を読み始

める。ユウミは膝を立てた姿勢のままでいる。彼女の

後に１年生のＫ子がにじり寄ってきた。

　Ｋ子は腕を回し，ユウミの腹を後ろから抱えるよう

にして，「シートベルト」と小声でつぶ やき，彼女を
自分の膝に座らせた。�

　ユウミは，Ｋ子の身体の動きや声に反応しながら，

木下先生の言葉に呼応して声を出したり，笑ったり，

話題になっている児童の方を見たりしては，少し高く

なった視界からスクリーンを見やっている。私が二人

にカメラを向けるとＫ子はちょっと困ったように肩を

すくめて，こちらを一瞬見やり，また，前の様子に見

入っていた。��

省察

　Ｋ子が，ユウミの腹を後ろから抱えるようにして，

「シートベルト」と小声でつぶやき，彼女を自分の膝

に座らせた一連の動作が私には涙の出るほど感動的で

した。年少組のエピソードはＫ子の繊細さと強さと頑

なさと切なさを物語るものですが，幼稚園の３年間，

彼女は少しずつ解き放たれてはきているものの，そん

な性質を持ち続けていたように思われました。ところ

が，今日の彼女の姿は，新たな自分の姿を表現し，古

いイメージと決別するかのようでした。

　木下先生も「『入学式の次の日は３枚ずつプリント

とってくださいね』と私がみんなに言ったら，Ｋ子だ

けはどうするかがのみ込めなかったのか，むっとした

表情で立ちつくしていました。

 どんなふうに新しい友達や担任とかかわっていくか
楽しみでした。彼女は５月くらいからぐんぐん様子が

変わってきました。表情がやさしくなってきて，ちょっ

と困ったことがあっても泣いたり投げ出したりしにく

くなりました。学習もいい感じですよ」と話していま

した。私もほっとした，うれしい気持ちです。
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−幼小連携ホットラインメールより−

　これまで，本データベースの仕様や構造，その活用の

実際について述べてきたが，これらのデータがそれにか

かわる担任の独善的解釈に偏ることなく，保育者・教師

間で共有できるものとなるような工夫を施してある。

　各コンピューターをネットワーク化し，担任以外の教

官からも自由に参照，検索が行える。これによって担任

だけでは見落としがちな，様々な視点からの情報を得る

ことができる。もちろん管理職のコンピューターからも，

各担任の指導計画や指導内容，幼児の発達状況が参照で

き，適当なアドバイスが適宜もらえる。また，各学期ご

とに行う教育相談では，本データベースの「学期ごとの

育ち」をまとめて保護者に伝え，意見を聞きながら，一

緒に幼児理解を進めたり，今後の指導について共通理解

し，データを整理，修正していくようにしている。

Ⅳ．まとめと今後の課題

　以上は，私たちの幼小連携教育課程の子ども側からの

評価を探る資料として重要であるばかりか，実は連携教

育そのもののようにも思われる。一人一人の子どもがど

のような育ちをしてきたのか，どのような可能性や課題

をもち，今，何を実現しようとしているのか。あるいは，ど

のように育っていくのかなど，眼前の子どもの中の過去

や未来に温かい関心を寄せていくことが，どれほど力強

い支えとなるかは全ての実践者が知っているとおりであ

る。現在，この部分の厚みが，子どもにとっての連携の

なめらかさにかかわっていくのだと実感している。

　従って，今年度作成した本データベースを運用する中

で生じてくる問題点や新たな可能性などについて，一層

の検討を加え修正改良を続けるつもりである。

付　　　記

　この研究は，本附属幼稚園が平成１３年度より文部科学

省の教育課程開発指定研究校指定を受けて行った，「幼小

連携の教育課程開発」研究の一端です。

　また，この研究は本園園長佐々木宏子先生，副園長近

藤慶子先生のご指導のもと，多忙の中，日々の実践と記

録を弛まず続けてこられた附属幼稚園教職員の皆様の努

力の賜でもあります。敬意を表し，心より感謝申し上げ

ます。附属小学校　木下光二先生には，多大なご協力と

ご助言をいただきました。本学　曽根直人先生にはコン

ピューターに関わるご指導とあたたかいご協力をいただ

きました。株式会社グローバルシステムズ小林様，本園

の子どもたち保護者の皆様に心よりお礼申し上げます。

平成１５年１０月６日㈪

　　木下先生へ
　

　　・・・・，前日の体育の時間，走り高跳びに尻込

みしていたＫ子が，友達の「がんばれ」の声援を受け

て挑戦したお話は，とてもうれしかったです。彼女は

うまく跳べませんでしたが，木下先生は，「仲間の声に

後押しされて，『やろう』と挑戦したのが感動的でした」

とお話していましたね。私も，困ったときや思うよう

にならないとき，心を開いて仲間の応援を受けたり，

期待に応えようとしたりする姿勢が変わってきたなと

思いました。

佐々木　　
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平成１５年１０月１０日㈮

　　佐々木先生へ
　

　　・・・（記録より），さて，今日の体育の高跳びの

時です。Ｋ子が駆け寄ってきて，「昨日，お母さんとゴ

ムで練習しんたよ。なかなかとべんかったけど，とん

だ。」と伝えてくれました。⑩⑮　そして今日も３回目

で見事５０センチをクリアしました。涙を見せずに跳び

ました。まさに勇気と生きる力を感じた瞬間でした。

  今日も午後は出張で，明日も高知へ行っていないの
で，メールで送ります。未知なる高さへのチャレンジ

が子どもたちの未来を浮き彫りにしてくれた時間でし

た。

木　下　　
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